
 

 

 

 

夏休みが終わり、今日から前期後半が始まりました。朝の

全校朝会では、子どもたちに平和について考えてもらおうと思

い次のような話をしました。 

夏休みが終わり、今日から前期後半が始まりました。朝の

全校朝会では、子どもたちに平和について考えてもらおうと思

い次のような話をしました。 

メキシコの明るい太陽のもと、みなさんは元気に充実した

夏休みを過ごしたことと思います。ここメキシコはいつも陽気

な笑顔であふれていますが、日本に目を向けると、８月は

「平和」について深く考える大切な季節です。広島や長崎の

「原爆の日」、そして「終戦記念日」があり、多くの人が戦争

で亡くなった方々を祈り、平和の大切さを胸に刻みます。 

さて、みなさんに一つ、真剣に考えてほしい質問がありま

す。「世界中の誰もが『戦争や紛争はよくない、悪いことだ』

と知っているのに、なぜ世界から争いごとはなくならないの

でしょう？」 とても難しい問題ですね。意地悪をしよう、誰か

を苦しめようと思って戦争を始める人は、実はほとんどいま

せん。多くの場合、戦っているどちらの国も「自分たちの家族

や国を守りたい」「自分たちの考えこそが正しい」と信じて

います。「正義の反対は、悪ではなく、もう一つの正義」とい

う言葉があります。お互いが「自分が正しい」と一歩も譲ら

ないとき、悲しい争いが生まれてしまうのです。 

これは、みなさんの身近な生活にも似ていませんか？ 友

達同士の小さなケンカも、「自分が正しい」とお互いが思い

込むことから始まります。特に、私たちが暮らすメキシコのよ

うに、世界には様々な言葉、文化、宗教を持つ人がいます。

自分にとっての「当たり前」が、相手にとっては「当たり前で

はない」こともたくさんあります。戦争がなくならない大きな

原因は、この「相手を知ろうとしないこと」や「話し合いをあ

きらめてしまうこと」にあるのかもしれません。  

世界平和というと遠い国の大きな話に聞こえますが、実

はみなさんの教室や学校生活の中に、そのヒントがありま

す。相手と意見が違ったとき、すぐに怒るのではなく、「どう

してそう思うのかな？」と一歩立ち止まって相手の気持ちを

想像してみる。自分の意見を伝えるのと同じくらい、相手の

話を最後まで聴く。これらはすべて、世界平和につながる立

派な練習です。 

せっかく今、メキシコという多様性に満ちた素晴らしい国

で学んでいるみなさんです。国籍や年齢が違っても、笑顔で

認め合い、話し合える人になってほしいと願っています。「な

ぜ戦争はなくならないのか」、そして「平和な世界のために

自分に何ができるか」、ぜひお家の人とも一緒に話し合って

みてください。                     （ 校長 平出 善男 ） 

 

このたび、本校の教育活動を応援してくださる法人の皆様及び

個人の皆様より御寄付をいただきました。また、個人の皆様か

らはボール等の運動用品を御寄贈いただきました。温かい御厚

意に深く感謝申し上げます。いただいた御支援は、子どもたち

のよりよい学校生活のために有効に活用させていただきます。 

【御寄付・御寄贈いただいた皆様】（敬称略・順不同） 

      ※8月行事予定は３ページ目に掲載しております 

Trancy Logistics Mexico S.A.de C.V 様

 

寄付金 

NX メキシコ株式会社 様

 

寄付金 

大矢知 守道 様 寄付金 

真﨑 和洋 様 サッカーボール

バレーボール 

ほか 

アグアスだより 

令和8年度８月号 

世界平和への第一歩 〜メキシコで学ぶ私たちにできること〜 

御寄付・御寄贈への御礼 



６月８日（月）に体力テストを実施しました。種目は「握力」「上体起こし」「長座体前屈」「反復横跳び」「20ｍシャトルラン」 

「50ｍ走」「立ち幅跳び」「ボール投げ」の8つです。今回は次の二つの視点から結果をまとめ、考察しました。 

  ① 全国平均以上の人数の割合が特に多い種目と少ない種目は何か。 

  ② 前年度と比べて、増加及び下降傾向の種目は何か。 

 

＜令和８年度の記録＞ 

種目 握力 上体起こし 長座体前

屈 

反復横跳

び 

20mシャト

ルラン 

50m走 立ち幅跳

び 

ボール投

げ 

人数 6人 37人 11人 39人 22人 27人 18人 １６人 

割合 10% 61% 18% 64% 36% 44% 30% 33% 

前年度比 ↘ ↘ ↘ ↗ ↘ → ↘ ↗ 

＜昨年度の記録＞ 

種目 握力 上体起こし 長座体前

屈 

反復横跳

び 

20mシャト

ルラン 

50m走 立ち幅跳

び 

ボール投

げ 

人数 １１人 ４８人 ３１人 2７人 2６人 2８人 ２０人 １６人 

割合 １７％ ７５％ ４８％ ４２％ ４１％ ４４％ ３１％ ２５％ 

 

①結果（全国平均との差） 

・ 全国平均を超えた人数の割合が多かったのは、上体起こし、反復横跳びでした。 

・ 全国平均を下回った人数の割合が多かったのは、６種目あり、特に握力、長座体前屈は顕著でした。 

昨年度と変わらず、握力が最も少ない結果となり、さらにその割合も下がっています。 

 

②結果（前年度比較） 

・ 上体起こしはやや数値が下がりましたが、反復横跳びは顕著に上がっています。 

・ 昨年度と比較すると、２種目で割合が増加しています。昨年度低調だったボール投げはやや上昇傾向でした。 

・ 長座体前屈は大きく下降傾向です。 

 

③考察（課題・要員・改善の方向性） 

・ 特に握力と長座体前屈が課題であると分かりました。特に握力は毎年低い結果となっており、本年度は特に顕著になり

ました。 

・ また、昨年度と比べて下降傾向の種目が８種目中５種目ありました。 

・ シャトルラン（全身持久力）と立ち幅跳び（瞬発力）も今後の課題です。 

・ しかし投力、走力、敏捷性の種目で平均越えの生徒が増えました。休み時間ではサッカーや一輪車を楽しむ生徒が多く、

上体起こし（筋持久力）や反復横跳び（敏捷性）で平均を上回る児童生徒が多いのは、その効果が出ているのではな

いかと考えられます。 

・  朝運動や体育の授業、休み時間の活動を通して課題の改善に取り組んでいきたいと思います。またパルケマラソン大会 

   に向けて持久力を高める運動も増やしていきます。                                （体育主任  永野 弘一郎） 

新体力テスト 



 

 

 

 

 

 

 

 

８月行事予定 
 

１1日（火）全校朝会・運動会特別時間割開始 

          PTA特別貸出返却日・通常貸出日 

          （１４：５０～１５：１０） 

１２日（水）音楽集会（盆踊り）・前期委員会⑤ 

１３日（木）中学部実力テスト 

１４日（金）防災訓練（不審者） 

         授業参観・学級懇談・全学年５時間授業 

 

１７日（月）運動会係会 ① 

１９日（水）前期クラブ⑤ 

２４日（月）運動会係会② 

２５日（火）音楽集会④（運動会の歌） 

２６日（水）前期委員会⑥ 

２７日（木）豚丼の会 

３１日（月）運動会係会③ 


